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はじめに 

 

１． 本ガイドラインの背景・目的 

 

２０１１年４月２８日、第１７７回通常国会において「地方自治法の一部を改正する法

律案」が可決、成立した。本案では地方自治法第２条に規定された市町村基本構想の策定

義務の撤廃が盛り込まれており、総合計画の策定について法的な根拠はなくなった。 

 他方、近年では行政においても「生産性」の考え方が重要となってきている。生産性と

は投入量と産出量の比率である。つまり、「投入（インプット）」と「結果（アウトプット）」

の関係である。行政における生産性は「行政の生産性」と「地域の生産性」の２つに分け

られる。行政の生産性とは行政という組織の活動によって、どれだけの結果が生み出され

たかである。行政の生産性だけを向上させても、地域のアウトカムを向上させることは難

しくなっている。そこで、地域の生産性という考え方が必要となる。地域の生産性とは行

政を含む地域の各主体の活動によって、地域にどれだけのアウトカム（成果）が生み出さ

れたかである。このように行政における生産性を考える場合には、行政の生産性と地域の

生産性の２つを考えなければならない。 

 

（行政の生産性と地域の生産性） 

出所：（財）日本生産性本部（2007）を一部加筆。 
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